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表  題 MELSEC-Qシリーズ絶縁監視ユニット 仕様変更（高感度モード追加）のお知らせ 

適用機種 絶縁監視ユニット（形名：QE82LG） 

 

三菱電機株式会社 福山製作所    〒720-8647 広島県福山市緑町1-8 

 

三菱シーケンサMELSEC-Qシリーズに格別のご愛顧を賜り厚くお礼申し上げます。 

本テクニカルニュースでは、三菱シーケンサMELSEC-Qシリーズ絶縁監視ユニット（形名：QE82LG）の仕様を

下記のとおり変更しますので、お知らせいたします。 

 
１．変更内容 
現行の計測モード（低感度モード）に加えて1mA以下の漏洩電流の計測が可能な高感度モードを追加いたします。 

インテリジェント機能ユニットスイッチ４の設定により、低感度モードと高感度モードを切替えてご使用いただけます。 

 

項目 変更前 変更後 

動作モード ※1 計測モード（低感度モード相当）、 

テストモード 

低感度モード、高感度モード、 

テストモード 

計測範囲 0～1000mA 低感度モード：0～1000mA 

高感度モード：0.00～100.00mA 

分解能 1mA 低感度モード：1mA  

高感度モード：0.01mA 

一段/二段警報監視値 1～1000mA 低感度モード：1～1000mA 

高感度モード：0.01～100.00mA 

インテリジェント機能 

ユニットスイッチ No.４ 

未使用 0：低感度モード 1：高感度モード 

バッファメモリアドレス：

100 ※2 

システムエリア Io, Iorの乗率データ 

低感度モード：0（＝×100） 

高感度モード：-2（＝×10-2） 

製品情報 ※3 ― 15061 00000 00000-B以降 

シリアルNo. ※4 ― 15061 2XXXX XXXXX-B以降（X：任意） 

 

※1 動作モードを切替える（低感度モード⇔高感度モード）と、下記の設定値および計測値が初期化されます。 

・IoおよびIorの一段/二段警報監視値、リセット方式、マスク時間(CH1,CH2) 

・IoおよびIorの最大値、最大値発生年・月・日・時・分・秒・曜日、一段/二段警報発生回数(CH1,CH2) 

テストモードへの切替え時（低感度モード⇔テストモード、高感度モード⇔テストモード）は、前回値を保持しま

す。 

※2 現在値および最大値は、乗率をかけることで真値となります。 

（例）高感度モードの場合：12345×10-2＝123.45mA 

※3 GX Developer(GX Works2)のシステムモニタにて確認できる製品情報です。 

※4 筐体前面下部に印字しているシリアルNo.です。 
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２．変更理由 

低容量のモータ等の微小な漏洩電流を計測可能とするため。 

 

３．バージョンアップに関して 

本変更前の製品に高感度モードを追加することはできません。 
 

４．変更時期 

2013年7月の出荷分より変更します。 

ただし、在庫等の関係で出荷時期がずれる場合がございますのでご了承願います。 

 

改訂履歴 
 

副番 発行年月 改訂内容 

- 2013年6月 初版 

 

 

 


